
国
民
年
金

特 集　
国
民
年
金
は
、
高
齢
な
ど
で
所
得
が
減
っ
た
と
き
で
も
安
定
し
た
生
活
を
支
え
合
っ
て
保
障
す
る
た
め
の
制
度
で
、
加
入
者
が

納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
い
と
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、

国
民
年
金
制
度
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
に
は
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入
し
、
種
類
に
よ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
必
ず
加
入
・
喪
失
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
は
、
口
座
振
替
の
他
に
も
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
選
択
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
な
お
納
め
る
の
が
難
し
い
人
や
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
の
た
め
に
、
申
請
免
除
や
納
付
猶
予
、
後
納
（
全
て
申
し
込
み
が
必

要
）
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
仕
事
を
辞
め
る
な
ど
し
て
収
入
が
減
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
家
計
を
支
え
て
い
た
家
族
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
は
全
員
が
加
入

年
金
を
き
ち
ん
と
も
ら
う
た
め
に
は
手
続
き
を

年
金
を
受
け
取
る
の
は
、
こ
ん
な
と
き

第１号被保険者
自営業・農業・学生など20歳以上60歳未満の人
→保険料は自分で納付

第２号被保険者
厚生年金や共済組合などに加入している人
→保険料は給料から天引き

第３号被保険者
第２号被保険者に扶養されている配偶者で20歳
以上60歳未満の人
→保険料は配偶者が加入している年金制度が負担

任意加入被保険者
日本国内に住所がある60歳以上65歳未満の人や
海外に住む20歳以上65歳未満の日本人ら
→保険料は自分で納付

−年金の種類−

　
年
金
額
は
平
成
29
年
度
の
金
額
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
年
金
は
右
記
以
外
に
も
一
定
の
支
給
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
納
付
期
間
（
保
険

料
を
納
め
た
期
間
や
免
除
さ

れ
た
期
間
）
が
25
年
以
上
あ

る
人
が
、
原
則
と
し
て
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
給
資
格
期
間
の
短
縮

　
８
月
か
ら
保
険
料
納

付
期
間
が
25
年
以
上
か

ら
10
年
以
上
に
な
り
ま

す
。
10
年
以
上
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
人
に

は
日
本
年
金
機
構
が
７

月
上
旬
ま
で
に
書
類
を

順
次
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　
な
お
、
書
類
が
届
か

な
い
人
は
、
ご
自
身
で

松
山
東
年
金
事
務
所
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
は
保
険
料
の
納

付
期
間
に
応
じ
た
額
と

な
り
ま
す
。

満
額
77
万
９
３
０
０
円（
年
額
）

（
月
額
６
万
４
９
４
１
円
）

高齢に
なって
収入が
減った…

家計を支える
人が亡くなった…

■
遺
族
基
礎
年
金
☆

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
18
歳

未
満
の
子
（
ま
た
は
20
歳
未
満

で
障
が
い
の
あ
る
子
）
が
い
る

場
合
に
配
偶
者
ま
た
は
子
が
も

ら
え
ま
す
。（
一
定
要
件
あ
り
）

子
の
あ
る
配
偶
者
…
１
０
０
万

３
６
０
０
円（
年
額
）

子
の
み
…
77
万
９
３
０
０
円（
年
額
）

■
寡
婦
年
金
☆

　
保
険
料
納
付
期
間
（
保
険
料

を
納
め
た
期
間
や
免
除
さ
れ
た

期
間
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が

年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と

き
に
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
妻
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
、
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
一
定
要
件
あ
り
）

■
死
亡
一
時
金
☆

　
保
険
料
を
36
カ
月
以
上
納
め

た
人
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
と
き
、
納
め
た
月
数
に

応
じ
た
一
時
金
を
遺
族
が
も
ら

え
ま
す
。

夫
が
受
け
る
は
ず
だ
っ
た
老
齢

基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３

定
要
件
あ
り
）

■
特
別
障
害
給
付
金
☆

　
障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
け
が
で
初
め
て
病
院
に

行
っ
た
日
が
、
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
未
加
入
期
間
（
昭
和
61

年
３
月
以
前
に
第
２
号
被
保
険

者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
と
き
、

ま
た
は
平
成
３
年
３
月
以
前
に

学
生
で
あ
っ
た
と
き
）に
あ
り
、

障
害
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
な

い
と
き
に
も
ら
え
ま
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
の
等
級
と
障

害
年
金
の
等
級
は
異
な
り
ま
す

１
級
…
５
万
１
４
０
０
円（
月
額
）

２
級
…
４
万
１
１
２
０
円（
月
額
）

事故などで
障がいが
残った…

■
障
害
基
礎
年
金
☆

　
65
歳
に
な
る
ま
で
の
病
気
や

け
が
な
ど
に
よ
っ
て
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま

す
。（
支
払
い
や
免
除
な
ど
一

１
級
…
97
万
４
１
２
５
円（
年
額
）

２
級
…
77
万
９
３
０
０
円（
年
額
）

12
万
～
32
万
円

こんなとき 必要なもの 手続き先

20歳になった 本人確認ができるもの、認印、学生の
場合は学生証（コピー可）や在学証明書

◦国保・年金課（市
役所別館３階）、福祉
総合窓口（同１階）、
市民課（市役所本館
１階）、支所、出張所

◦松山東年金事務所
（朝生田町一丁目）

会社などを
辞めた

年金手帳など本人確認ができるもの、
認印、離職票など退職日の分かるもの

離婚などで配偶
者の扶養（３号）
でなくなった

年金手帳など本人確認ができるもの、
認印、社会保険資格喪失連絡票など

松山市に
転入してきた

年金手帳など本人確認ができるもの、
認印

年金手帳を
なくした 本人確認ができるもの、認印

亡くなった 亡くなった人が加入していた年金制度によって異なります。事
前にお問い合わせください。

① 現金納付（金融機関または、郵便局、コンビニエンスストアで納付書払い）

② 口座振替
③ クレジットカード納付
④ 電子納付（希望者は、各金融機関にお問い合わせください）

平成29年度　割引額（年間）
納付方法 上記①③④ 上記② 申込期限

当月末振替 600円 随時

６カ月前納 1,600円 2,240円 毎年２月末・８月末

１年前納 3,510円 4,150円 毎年２月末
※ただし現金納付については１年および２年
未満の前納が可能で随時申し込みとなります２年前納 14,400円

（２年間での割引額）
15,640円

（２年間での割引額）

まとめて納めると割り引きされます

平成29年度
保険料額は…
月額
1万6,490円

付加（年金）保険料
月額400円

付加年金とは
　第１号被保険者と65歳未
満の任意加入被保険者（国民
年金基金に加入している人を
除く）は、定額保険料に加え
て月額400円の付加保険料を
納めると、毎年、老齢基礎年
金に付加保険料を納めた月数
×200円が上乗せされます。

■
申
請
免
除

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

前
年
所
得
に
よ
っ
て
審
査
さ

れ
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
ま
す
。
受
給
資
格
期
間
に

数
え
ら
れ
、
一
定
の
割
合
で
老

齢
基
礎
年
金
と
し
て
計
算
さ
れ

る
た
め
、
未
納
よ
り
も
年
金
額

が
増
え
ま
す
。

■
納
付
猶
予
（
50
歳
未
満
の
人

の
み
）・
学
生
納
付
特
例
（
学

生
の
み
）

　
本
人
、
配
偶
者
（
学
生
納
付

特
例
は
学
生
の
み
）
の
前
年
所

得
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
受
給
資
格
期
間

に
数
え
ら
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
の
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
失
業
特
例

　
離
職
票
な
ど
を
添
付
す
る

と
、
退
職
し
た
人
の
前
年
所
得

が
審
査
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
他
の
審
査
対
象
者
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
免
除

が
却
下
さ
れ
ま
す
。

　
過
去
５
年
以
内
に
未
納
や
未

加
入
期
間
が
あ
る
人
は
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と（
後
納
）

が
で
き
、
老
齢
基
礎
年
金
を
増

や
せ
ま
す
。
受
給
資
格
期
間
が

足
り
な
い
人
は
、
後
納
し
て
受

給
資
格
期
間
を
満
た
す
と
老
齢

基
礎
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
で
す
で
に
老
齢
基

礎
年
金
を
も
ら
う
資
格
が
あ
る

人
は
対
象
外
。
納
め
る
金
額
は

当
時
の
保
険
料
に
、
経
過
年
度

に
応
じ
た
「
加
算
額
」
を
加
え

た
金
額
で
す

　
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

で
あ
れ
ば
、
任
意
で
国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
、

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
給
資
格
期
間
が
足
り

な
い
人
は
最
長
70
歳
ま
で
加
入

で
き
、
期
間
を
満
た
す
と
老
齢

基
礎
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
60
歳
以
上
で
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
人
、
す
で
に

老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
っ
て
い

る
人
は
対
象
外

納めるのが難しい
人は…
申請免除、
納付猶予、
学生納付特例
の手続きを

過去５年以内に
納め忘れがある人は…
後納
（平成30年
９月30日まで）

年金額を
増やしたい、
受給資格期間が
足りない人は…
高齢任意加入

�国保・年金課�948-6356・�934-2631、
松山東年金事務所�946-2146・�933-1319

「
追
納
」
し
ま
し
ょ
う

会
社
勤
め
の

お
父
さ
ん
の
扶
養

に
入
っ
て
い
る
か
ら

私
は
第
３
号
よ

前
納
す
る
に
は

期
限
ま
で
に

申
し
込
ま
な
い
と

い
け
な
い
の
よ

き
ち
ん
と

年
金
を
受
け
取
れ

る
よ
う
、
免
除
や

追
納
も
利
用
す
る

と
い
い
ん
だ
ね

私
は
大
学
生
だ
か
ら

第
１
号
被
保
険
者
だ
ね
。

お
母
さ
ん
も

入
っ
て
る
の
？

もらえる年金額を
増やしたい人は、
ぜひご利用を

さまざまな納付方法があります

こんなときには手続きを

　
免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
て

い
る
期
間
中
の
保
険
料
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ

れ
ま
す
が
、
追
納
す
る
こ
と
で
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
め
る
金
額
は
当
時
の
保
険
料
に
経

過
年
度
に
応
じ
た
「
加
算
額
」
を
加
え

た
金
額
で
す
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